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「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　私たちのまわりには、何度も行ったことがある場所でも道順が覚え
られない、目的地までの方向の感覚合わせができない、といった悩み
を抱えている方がいます。ADHD・LDなどの発達障害や高次脳機能障
害のある方、認知機能の衰えによって「空間認知」を苦手としている
方たちです。目的の場所に一人で行き着くことができないため、自由
に外出するのが難しいといった困りごとがあります。
　「LOOVIC（ルービック）」は、こうした空間認知に問題を持つ方をサ
ポートするためのデバイスです。「道に迷う」という困難がありながら
も、一人で自由に外出できるようになりたい、自立して暮らしたい、と
願う人たちの悩みをテクノロジーによって解決します。
　空間認知に問題を抱えている方は、全国におよそ550万人いるとい
われています。しかし、一見して分かる障害ではないため、困ってい
るのにまわりに気づかれない、という特徴もあります。この
「LOOVIC」を普及させることによって、空間認知障害という困難があ
ることを多くの方に知ってもらいたいと願っています。そして、いず
れは障害を持つ当事者だけでなく、どんな方でも便利に使えて、生活
を豊かにできるようなデバイスに成長させていくのが私たちの目標で
す。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　私の息子は、空間認知の障害を背負って生まれまし
た。なかなか道が覚えられず迷いやすいという息子の
問題に、ひとりの親としてずっと寄り添ってきました。
そうした経験から、私たちと同じような悩みを抱えて
いる方や家族が世の中にたくさんいることを知り、この
課題を解決するために、起業を決意しました。
　空間認知に障害を抱えている方は道に迷いやすいの
で、初めての場所に一人では行けません。一般の方な
ら１～２回行けば覚える道を、１か月、１年とくりかえ
し、やっと覚えられるといった感じです。その程度は
人によってそれぞれ違います。家族や介助者に案内し
てもらいながら、一人でも行けるようになるまで練習す
るのです。
　そして、サポートなしで目的地に行くときは、ランド
スケープとなる建物のメモや写真を見たり、スマート
フォンの地図に頼ったりしながら歩きます。しかし2つ
の動作を同時に行うことが苦手な方や、集中しすぎて
周りが見えなくなってしまう方も多いため、事故になっ
てしまう危険もあります。そのため障害を抱える方だ
けでなく、家族やまわりの方たちの負担や不安も大き
いのです。「LOOVIC」は、そんな悩みを持つ多くの方
から実用化を期待されています。

■ サービスの特徴
　「LOOVIC」は空間認知に問題のある方のためのルー
ト案内サービスですが、その特長は、首にかけるタイ
プのIoTデバイスを地図アプリと連動させ、触覚と骨伝
導を用いた音声技術が行き先に向けて当事者を誘導す
るところです。迷いやすいポイントでは、ランドマーク
になるような建物などを声で教えます。地図の確認や
“ながらスマホ” をする必要がなくなり、安心して目的
地までたどり着けるようになります。
　例えば一般の方でも、自宅に初めての友人を招くと
き、電話で道順を教えることがありますね。「角のコン
ビニまで来てもらえばすぐ分かるから」といった誘導
をすると思います。このように、目印になるものを見つ
けながら進んでいくのは、とてもシンプルで分かりや
すい方法です。「LOOVIC」は、そういった情報を当事
者に音声と触覚、骨伝導で伝えていくデバイスになり
ます。安心できる人がそばに付き添って、案内しても
らえるような感覚で使っていただけます。

■ 現状の課題
　今後、「LOOVIC」の社会実装を実現させるためには、
私たちと協業してくださるパートナー企業の存在が欠
かせません。中でも、販売、生産、技術の三つの分野
において、それぞれに強いパートナーを見つけること
が最重要事項だと考えています。まだ量産化できる段
階までには至っていないので、これからパートナーと
一緒にサービスに磨きをかけ、いち早く実用化・量産
化に向けた体制をつくりたいです。また、そのためには
新たな人材の確保や組織の拡大も必要になってきます
ので、資金調達も今後の大きな課題になると認識して
います。
　また、「LOOVIC」で福祉機器の認定を取得したいと
いう想いもあります。そのためには時間が必要で、量
産体制が整ってから２年間はかかる想定です。その間
もさらに研究・開発を続け、より安全で安心して使え

る製品にブラッシュアップしつつ、地道に活動を続け
ていきます。

■ 今後の展開
　私たちと想いを共にしてくれるパートナー企業が見
つかり、実用化に向けての要素が整えば、海外のクラ
ウドファンディングに参加して、グローバルに発信し
ていきたいと考えています。具体的には、2023年の３
月から５月の間が目標です。それが成功すれば、2023
年の10月ぐらいからテストマーケティングとして200台
ほどを出荷し、翌年の３月から10月までの間に量産デ
バイスの出荷を目指しています。
　さらに、ゆくゆくは「LOOVIC」を一般の方にも使っ
ていだけるプロダクトにしていくことが目標です。例え
ば登山中や手荷物が多いときなど、スマートフォンで
地図を確認するのが煩わしい瞬間に「LOOVIC」の音
声で道案内をしてもらえればとても便利です。また、
旅行先などで次の行き先を探してスマートフォンばか
り見てしまうこともありますが、音声のナビゲーション
で誘導してもらえれば、まわりの景色もじっくり味わい
ながら、旅行を楽しむこともできます。
　このように「LOOVIC」を常に必要としない方でも、
場面によって便利に使っていただける、新しい「当た
り前」をつくっていきたいという想いがあります。例え
ば、駅に「LOOVIC」が置いてあって必要なときに気
軽に使える、といった環境をつくっていけたらいいで
すね。
　そのためには、今後のUXの磨きこみが欠かせません。
今まで世の中になかった新しいデバイスなので、誰も
が自然に使えるレベルに持っていくまでには、まだ時
間がかかるでしょう。まずは当事者が使いやすいデバ
イスにしていくことを優先しつつ、いずれは誰もが使
えるインクルーシブデザインを実現していきます。
 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　応募の段階では、私たちが受賞できるとは夢にも考
えていませんでした。というのも、歴代の受賞者は、す
でに社会実装されているサービスだったり、製品の販
売が開始されていたりと、ステージが進んでいる企業
が多いと感じていたからです。私たちのように、量産
化もこれからという段階で受賞できたことは大きな自
信になりました。
　自分の信じたビジネスを進めるためには、まずは踏
み込んで、前に出てみることが重要なのではないでしょ
うか。そうすることによって、これまでになかった出会
いが生まれますし、新しい人とのつながりからアイデ
アが見えてくることもあるでしょう。また、かわさき起
業家オーディションには、何度も再エントリーができる
という特長もあります。ステージに関係なく挑戦できま
すので、まずは行動してみてください。

　
 
会社名：LOOVIC株式会社
住　所： 〒104-0061

東京都中央区銀座１-22-11
問合せ先：contact@loovic.co.jp
ホームページ：https://www.loovic.co.jp/ja

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産総
研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテック
を設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま埋
もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到達
しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディションを
はじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこと
をきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専念し、
事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造現場のお
役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本の
製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としています。
する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の異常検知・
不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000～1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担となっ
ています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらないといっ
た不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常データ
しか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短時間
でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検査検
品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありまし
た。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつもと
違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても馴染
みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、検
査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的に
過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増してい
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化もこれからという段階で受賞できたことは大きな自
信になりました。
　自分の信じたビジネスを進めるためには、まずは踏
み込んで、前に出てみることが重要なのではないでしょ
うか。そうすることによって、これまでになかった出会
いが生まれますし、新しい人とのつながりからアイデ
アが見えてくることもあるでしょう。また、かわさき起
業家オーディションには、何度も再エントリーができる
という特長もあります。ステージに関係なく挑戦できま
すので、まずは行動してみてください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産総
研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテック
を設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま埋
もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到達
しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディションを
はじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこと
をきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専念し、
事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造現場のお
役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本の
製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としています。
する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の異常検知・
不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000～1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担となっ
ています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらないといっ
た不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常データ
しか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短時間
でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検査検
品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありまし
た。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつもと
違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても馴染
みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、検
査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的に
過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増してい




